
1．デバイス・ドライバとは

現在のパソコン向けOSでは，出力装置や周辺装置（い

わゆるデバイス）を操作する場合に，通常それらの装置に

対応したデバイス・ドライバと呼ばれるソフトウェアを使

用することは，皆さんもご存じだと思います．

では，デバイス・ドライバとはどのようなソフトウェア

なのでしょうか．

デバイス・ドライバとは，OSの下にあってデバイスを

制御するソフトウェアのことです．現在のアプリケーショ

ン・ソフトウェアの開発では，アプリケーションが直接デ

バイスを制御するのではなく，OSを通してデバイス・ド

ライバを使用してデバイスを操作する方法がとられていま

す．それでは，デバイスを制御するためにはデバイス・ド

ライバが必須なのでしょうか（図1）．

● OSやデバイス・ドライバがなかった時代

デバイス・ドライバは，前述のようにOSの下にあるソ

フトウェアなので，OSがなければデバイス・ドライバも

もちろん存在しません．では，OSがないパソコンではデ

バイス制御が行えなかったかというと，そんなことはあり

ません．OSがなくても立派にデバイス制御は行われてい

ました（図2）．

ここで少し本題から外れますが，OSの登場前のパソコ

ンについて説明します．

パソコンの世界では，MS-DOSの登場によりOSが一般

的に使用されるようになりました．もちろん，MS-DOSに

はデバイス・ドライバが存在しました．では，MS-DOSが

登場する前のパソコンはどのようにして動作していたので
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しょうか．MS-DOS登場前のパソコンでは，BASICイン

タープリタをROMに搭載した形が一般的でした．そう，

N88-BASICという名前を聞いたことがある方もいるので

はないでしょうか．BASICと聞くと，Visual Basicなどの

コンパイラ型のプログラミング言語を思い描いて，なぜそ

れがOSのないパソコンと関係があるの？　と疑問に思わ

れるかもしれません．BASICインタープリタを非常に簡

単に説明すると，UNIXのシェル・スクリプトのようなも

のです．

つまり，ソース・コードを機械語に変換する必要がな

く，コマンド・ラインから命令を直接実行し，またコン

ピュータとのインターフェースとしての機能も併せ持つプ

ログラミング言語です．

実はこのことが，OSが搭載されていない，つまりデバ

イス・ドライバが存在しないコンピュータにおいて，どの

ようにデバイス制御を行っていたかのヒントになります．

BASICインタープリタでは，事前にコンパイルせずに，

CPUが一つのBASIC命令を読み込むたびに，その都度解

釈して実行する逐次解釈の処理が行われます．基本的にほ

かのプログラムとリンクするといったことはありません．

すなわちデバイス・ドライバを含むほかのソフトウェアと

いう概念そのものがなく，コンピュータで実行されるソフ

トウェアはすべてアプリケーション・ソフトウェアという

位置付けでした．ですから，デバイスの制御についてもア

プリケーション・ソフトウェアから直接行っていたのです

（図3）．

● アプリケーションから直接デバイスを制御

アプリケーションで直接デバイス制御を行うというと，

非常に特別なことのように思われるかもしれません．しか

し，基本的にはデバイス・ドライバで実行される処理をア

プリケーション・ソフトウェア内に実装すればよいだけで

す．

では，実際にどのようにしてデバイス制御を行っていた

のでしょうか．基本的には，メモリ操作による制御になり

ます．当時のパソコンの説明書には，当たり前のように各

インターフェースのメモリ・マップが記載されていました．

つまり，エンジニアは接続されたデバイスのインターフェー

スに割り当てられたアドレスに対して，直接メモリ・アク

セスして，デバイスとデータの受け渡しを行い，制御して

いたのです．また，ハードウェアもソフトウェアも現在の

ように汎用性を持っておらず，独自の仕様になっていたた

め，パソコンによっては特定デバイス専用のI/O直接操作

などの拡張命令を実装し，簡単にデバイスを制御できる環

境なども用意されていました．

ここで，実例を一つ紹介します．現在のパソコンにおけ

るディスプレイの表示は，基本的にOSとデバイス・ドラ

イバが管理しています．アプリケーション・ソフトウェア

は，OSが提供するAPI（アプリケーション・プログラム・

インターフェース）を使用するだけで自由に情報を表示で

きます．では，OSとデバイスがない場合はどうなるのか

というと，まずはディスプレイ表示の原理を理解しなくて

はなりません．現在のパソコンではきれいで複雑なグラ

フィックスを表示させるために，いろいろな機能がありま
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図3 BASICインタープリタの画面例
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図4 メモリ・マップ
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